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1.7 月以降の活動結果報告 

＜例会・KSC 等＞ 

 

  

2．12 月までの探鳥会・観察会等予定 

 

①「わ」定例探鳥会の詳細は、後日連絡いたします。参加・不参加の連絡は不要です。 

②11/8「巣箱総点検」は別途ご案内いたます。 

3.タカの渡り情報 

タカの渡りが始まっています。菊水山に登ってみませんか。 

以下は、「タカの渡り全国ネットワーク」からのデータです。下の表では、白樺峠で、9 月 11 日に多量のタカが飛んでいま

す。滋賀の猪子山のデータによると、9 月 13 日に 860 羽のタカが渡りました。松本市の 9 月 10 日天気は雨、翌 11 日に溜

まっていたタカが飛んだのでしょう。ところが通常 1 日で猪子山を」通過するのですが、彦根地方の 9 月 12 日は雨。11 日に

出発したものの、天候不順で移動できなかったタカが、13 日に通過したのかもしれません。このタカたちが、萩谷・塩尾寺

（大阪府）、甲山・菊水山、鳴門山（徳島県）と通過するのですが、まだ本格的な調査が始まっていないのか、これらの通過

地ではデータとしては現れていないようです。上記ネットワークを注目してください。白樺峠で大量に飛んだ翌日・翌々日、

菊水山で何かが起こります。 

 

白樺峠のタカの渡り・2018 年度速報から抜粋 

 

7月2日 月 「わ」定例探鳥会 豊辺 16 育雛中のコサメビタキ等18種を観察。アジサイを堪能。
7月12日 木 集中観察調査　６ 豊辺 7 秋までの巣箱休眠作業。
7月12日 木 夏期潅水1 ２人当番 1 豪雨・高温続きで植物が弱っている。
7月30日 月 夏期潅水2 ２人当番 1 植樹の点検、8月も幾度かの潅水が必要。
8月1日 水 「わ」定例探鳥会 堀池 12 大雨の影響はなく、例年通り、数万羽のツバメが塒入り
8月1日 水 KSC探鳥会 豊辺・堀池・平林 3 KSC在校生15名が参加。壮観な塒入りを堪能

8月27日 月 夏期潅水4 茅中 1 植樹木に潅水。雨は少ないが樹は僅かの実を守っている。

9月10日 月 「わ」定例探鳥会 丸井 雨天中止

月　日 曜日 内　　容 場　　所 集合場所 集合時間 備　　　考 担　当
9月22日 土 KSC探鳥会 甲山 管理事務所前 9:30 豊辺・堀池
10月20日 土 KSC探鳥会 菊水山　 9:30 豊辺・堀池
10月20日 土 「わ」定例探鳥会 菊水山 神鉄鈴蘭台 9:30 秋たけなわ～野鳥は？ 豊辺
10月28日 日 野鳥観察会 しあわせの村 野活センター 10:00 しあわせの村の野鳥 平林・豊辺・堀池

11月5日 月 KSC探鳥会 森林公園 神鉄鈴蘭台 9:30 豊辺・堀池
11月8日 木 巣箱総点検 しあわせの村各所 KSC1F 9:30 豊辺
11月8日 木 植樹見学会 トリム園地 トリム園地 15:00 採餌状況の見学 茅中・池田
11月17日 土 こうべ環境未来館探鳥会 木津周辺 環境未来館 10:00 里山に住む鳥たち 平林・丸井・堀池
11月21日 水 「わ」定例探鳥会 森林植物園 展示館前 9:30 ベニマシコはきてるかな？ 丸井
12月1日 土 KSC探鳥会 布引 新神戸 9:30 豊辺・堀池
12月4日 火 世話人会 環境未来館 環境未来館 9:30 堀池

月/日 天気 サシバ ハチクマ ノスリ ツ　ミ タカ類計

合計 － 1903 1284 77 74 13 － 3351

9月16日 曇り一時晴れ 422 616 19 16 1 小型不明1 1074

9月14日 曇り 196 236 15 14 2 ミサゴ1、チョウゲンボウ1 463

9月13日 曇り 35 197 20 8 2 トビ1、ハイタカ1 262

9月12日 霧のち曇り一時雨 2 2 1 5

9月11日 霧のち曇りのち晴れ 956 206 18 29 3 ミサゴ1、ハヤブサ2 1212

その他タカ

※観察時間は、05:30 頃から- 17:00頃まで
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（寄稿） 日本のカイツブリの仲間               生還 １２期生  丸井 宣夫 

 今日は日本に居るカイツブリ（カイツブリ目カイツブリ科）の中から５種類を紹介します。 

（１）カイツブリは全長２５～２９ｃｍ、翼開長４０～４５ｃｍの潜水を得意とする小型の水辺の留鳥です。 （２

０１７年７月２８日 稲美町“内ヶ池”） 

（２）アカエリカイツブリは全長４０～５０ｃｍ、翼開長７７～８５ｃｍの中型の冬鳥で湖沼、港湾の海上等に

飛来します。夏羽根では名前の通り赤襟に成ります。（２０１５年１２月２９日 鳴尾浜） 

（３）カンムリカイツブリは全長４６～６１㎝、翼開長８５～９０ｃｍの大型のカイツブリです。繁殖期が近づ

くと襟飾り、頭の冠が一段と目立ち、番での“愛の水上ランデブー走行”が特に有名です。（２０１４年３

月２１日稲美町“天満大池” ランデブー走行直前です） 

（４）ミミカイツブリは全長３１～３８ｃｍ、翼開長５９～６５ｃｍと中型の沿岸、大きな湖沼等に飛来する冬

鳥。嘴は真っすぐで夏羽根の耳飾りが特徴ですが、関西地方では冬羽根は中々見られないのが残念です。 

（２０１４年１１月１２日 加古川市“平荘湖”） 

（５）ハジロカイツブリは全長２８～３４ｃｍ、翼開長５６～６０と小型のカイツブリで嘴がやや上に反ってい

ます。（冬羽根：２０１３年１２月７日 加古川市“平荘湖”、夏羽根：２０１７年３月３０日 芦屋浜） 

（１）カイツブリ（一家）         （２）アカエリカイツブリ（冬羽根） 

               

   （３）カンムリカイツブリ（番）        （４）ミミカイツブリ（冬羽根）   

            

   （５）ハジロカイツブリ（冬羽根）        （５）ハジロカイツブリ（夏羽根）      

           

（発行責任者：堀池 邦康） 


